
◆プロジェクト発足の背景

新型コロナウイルス感染症の影響が全国的に拡大し、学校においても感染者の発生が継続しています。こ

うした中、感染者やその家族、完治した人や感染症に関わる人に対する接し方について、あらためて子ど

もたちに考えてほしいという思いから、本プロジェクトを発足しました。子どもたちが感染症に対する不

安から陥りやすい差別や偏見などについて考えるきっかけとなるような啓発動画や関連資料などを作成し、

公開していきますので、学校での指導に活用いただきたいと考えています。

◆啓発動画の内容

日本赤十字社が発信している「３つの感染症」の考え方を参考に、感染症に対する不安から陥りやすい差

別や偏見などについて考える動画 (約６分間) です。子どもたちが考えた結果を適切な行動に結びつけら

れるよう、ワークシートや授業用教材など、指導に活用できる関連資料もあわせて公開します。

また、授業内容を保護者にも共有し、協力を促す保護者向けのプリントや、学校掲示用のポスターデータ

などについても制作し、啓発活動を展開していきます。

新型コロナウイルス
差別・偏見をなくそうプロジェクト

動画教材

学校の先生方が活用できる授業用のスライドやワークシート、指導

例を作成しました。

学校内で継続して啓発するためのポスターや、子

供たちが学んだ授業の内容や大人が気を付けたい

ことを伝える保護者向けおたよりを作成しました。

動画教材では、実際に子どもたちの周りで起きている新型コロナウイルスに関する「差別・偏見」の具体的事例を挙げ、なぜ

このような「差別・偏見」の行動や考えが生まれてしまうのかを考えます。また、 ”病気” ”不安” ”差別”という「３つの感染

症」の拡大をとめるために自分には今何ができるのか、不安を感じたらどうすればいいのか、感染症になった人・関わる人と

どのように接するべきなのかを考える内容になっています。

授業用スライド・指導例・ワークシート 掲示用ポスター・保護者向けだより

出演：渡辺 裕太さん

動画教材のダイジェスト版はこちらからご覧いただけます

公開期間：2020年10月16日 ～ 3か月間bit.ly/movie_digest
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